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日野みどり先生のご退職によせて

内　田　尚　孝

日野みどり先生は、グローバル・コミュニケーション学部が開設された
2011 年 4 月に中国語コースの教授として着任された。まだ、3週間前に起き
た東日本大震災で日本列島全体が騒然としていた時である。あれからもう 4
年が過ぎ、1期生として迎え入れた新入生は、見違えるほど大きく成長して
大海原に飛び立とうとしている。
中国語コースは前途多難な門出だった。2008 年に起きた「毒ギョーザ」
事件で日本人の対中国イメージがただでさえ悪化していたところに、学部開
設を約半年後に控えた 2010 年 9 月には、尖閣諸島沖で中国漁船が海上保安
庁の巡視船に衝突するというショッキングな事件が起き、日中関係は国交正
常化後最悪といわれるまでに悪化した。
門出だけではない。その後も、PM2.5 や尖閣諸島の国有化、安倍首相の靖

国神社参拝と続き、改善の糸口が見えないまま現在に至っている。12 月 20
日に内閣府が発表した外交に関する世論調査によると、中国への親近感は
1978 年に調査を開始して以来、最低を記録したという（『日本経済新聞』
2014 年 12 月 21 日）。学生に卓越した中国語運用能力の修得を求め、卒業要
件として北京大学や復旦大学での 1年間の SAを義務付けている学部・コー
スとして、最悪である。
こうした内外の厳しい環境に対して、先生は、機会ある毎に日中の最前線
で長年活躍されてきたさまざまな分野の方をゲスト・スピーカーとして招き、
現地・現場の声を学生に直接伝えることに注力されてきた。そこでは、現場
の厳しさが紹介されつつも、多くの場合、学生の興味を刺激する新しい中国・
中国人像の発見につながる話題が多かったようだ。事前学習と事後学習を適
切に配置することで、等身大の中国に迫る試みであったといえる。SAを控
えた学生には過度な不安を和らげつつ新たな関心を呼び起こさせ、SAを終
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えた学生には個々の経験を整理し、体系づけさせる意味を持つ。このような
授業運営手法は大いに参考にしていかなければならない。
また、先生は旺盛な提案力をお持ちで、ご提案のいくつかはすでにコース
の「伝統」となっている。例えば、中国語コースの学生が学期始めと学期終
りに提出するポートフォリオの導入や、コンペ形式を組み込んだ基礎演習 2
の第15週目の全体会は、先生の発案をもとにしている。前者についていえば、
接する機会の少ない 1年生の学習状況や生活状況を的確に把握するために今
や不可欠のツールとなっており、後者は、グループワークでダレ勝ちな学生
のモチベーション維持に高い効果を発揮している。
ところで、先生は、学内での多忙な業務に加え、学外においても大いに活
躍されてきた。全国レベルの学会活動に積極的に取り組まれ、中国地域研究
の国内最大組織、日本現代中国学会では関西部会代表を務め、この間、関西
部会大会を成功に導いてきた。現在は副理事長の要職にある。
さて、大学教員が学生からファーストネームで呼ばれることはなかなかな
い。しかし、学生は親しみを込めて「みどりさん」と呼んでいるようだ。学
生からの信頼と親近感がうかがわれよう。その「みどりさん」が 1期生の卒
業とともに去ってしまうことは誠に寂しい。
まだまだこれだけでは終わらないと思うし、終わってほしくない。今後の
さらなるご活躍を心から願う。と同時に、学部・コースの成長を時に叱咤さ
れながら温かく見守っていてほしいと思う。


